
37年度ほ金融の引き締捌こよi)一脚こ見ょもほ後退したが,娃.i堤機

械はほかの部門に比べて満ち込克は少なく,ショベルにユって催促

した口､ンニ賂投機械の地伸二はエンジン』仁びにブルドーザの†】‾うー煩性が実

証されたこととトラクタショベルのノ亡成による,ブルドーザ部門の

進出により依然として確固たる歩みを続けた｡

ショベルについてほ各機種に改良,合理化が行なわれ,レオナー

ド制御や低接地旺などの新形が製作されたほか,パイルドライバ,

アースドリルなどのアタッチメントの開発が行なわれた｡

/くワークレーンについてはブームの長大化に伴い,軽量化に対す

る研究が行なわれ,小形軽量な10t級の新鋭F34トラッククレー

ンが完成した｡

ブルドーザ,エンジンについては5,700帖問り三励後のオーバホー

ルの結果を含む多くの実掛こより,ブルドーザ本体,エンジンとも

耐久性についてきわめて俊秀なることがノミ舐された｡そのうえこ

のTO9ブルドーザをベースマシンとした仙11三ドーザとトラクタシ

ョベルが完成したので,各種アタッチメントの仕込み開始とともに

ブルドーザ系の今後の伸びが大いに期待される｡

ェソジソについてほ5,000時間ノータッチの実力に満足せずさら

に信煩性,耐久度の向上に研究,改良を加えているが,出力増加tの

傾向に対し過給機付B形エンジンを完成したほか建設機械以外の一

般産業用エソジンとしての販路開寸捌こ東リ出した｡

ケーブルクレーンについてほ戦後彷の愉!J_lふtlとして,矧耶立刀株

式会社より鮒ド江ダム姐設川9ti･1描走行形ワードレオナード制御

ケーブルクレーンを短納肝亡受旺し,韓国のノtにカ日月充に鵠:与するこ

とになった｡

20.1万能掘削機

37年度は大形,小形とも新しいショベルが多数誕生し,フロント

アタッチメントの開発も盛んで非常にほなばない､年であった｡

建設省に納入したU23電気ショベル(ジッパ容量2･3血i)はワー

ドレオナード制御方式を採用したもので,江口に値する記録17う'1であ

るとともに/㌢後大形の電気ショベルを製作するための貴電な質料を

得ることができた｡U12ショベルは百数十台の経験に某づいた幾多

の改良を折り込んで,Ul12ショベルにモデルチェンジした｡UlO6

ショベルほ湿地用として接地圧が標準の半分である低接地圧形ショ

ベルを製作した｡

最近,建築,道路ブームに乗って基礎工事機械の需要が多く,フ

ロントアタッチメントとして各種の基礎工事機械を完成した｡ディ

ーゼルパイルドライバほUO3からU23までのシリーズを完成し

た｡また大形の場所打コソクリート杭用とLて,UlO6アースドリ

ルを完成した｡本棟はUlO6ショベルの本体を使用しており,フロ

ント交換により各種の作業に使用できるため多大の好評を博してい

る｡

20.1.1 Ul12ショベル

U12ショベルほ28年度にその節一号機を株式会社間組に納入し

て以来百数十台製作し,その間重rF業用として好評を博してきたが,

今回その使用実続に基づいて総合的に改良を加えUl12ショベルを

完成した｡

Ul12ショベルのおもなる改良点ほ

(1)坂道でのステアリングを容易にし,ブレーキのインチソグ

性能を向上させた｡またブレーキドラムの限度上昇を防止するな

第1図 Ul12 シ ョ
ベ ル

第2図 U23電 気 シ ョ
ベ ル

ど拭nl生能,掘削性能の向上を図った｡

(2)デキングロックならびにサドルに緩衝装掟を取り付けて機

体の損耗を防止した｡

(3)旋回クラッチ,ジッパートリップ機構を改良した｡

(4)集中給油方式の採用

(5)建設機械用として特に設計製作したB-60ェソジンを積載

Lた｡

(6)各種応用品,掛こディーゼルパイルドライバーの装着を容

易にLた｡

なおU12ショベルの特長であった軽快な空気操作,流体継手の装

備,オイルバスに納めた歯車伝導装置,伝動効率のよいコロガリ軸

受などはそのまま採用している｡

20.1.2 ∪23電気ショベル(ワードレオナード制御)

建設省関東地建矢木沢ダム工事事務所に納入したU23電気ショ

ベル2台は総合技術の結集により生まれたワードレオナード制御方

式による電気ショベルで,国産最大,かつ最高の性能を誇るもので

ある∩そのおもなる特長は

(1)巻上げ,抑厄引込み,址阿,ブーム僻仰の各装掛こおのお

の独立した両流屯動機を打ち,それらの電動機はおのおの最適の

出力特性を持っている｡
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(2)原動機が直流機のため速度制御と正辿

切替えが容易で,負荷が大きくなると日動他

に速度を落とし,掘削ノJを増大する｡またfl

和が軽くなると日動的にい土地三数が増加する〔

(3)作業クラッチ,rド業ブレーキがなく動

力k達糸が簡illであるとともに瓜検調整,ラ

イニソグ交換など日常の似′､+:をほとんど必盟

としない〔

(4)運転挫rl三は2本の拙作レバーおよび旋

k!lペダルによりきわめてスムースに行なうこ

とができる｡

(5)ジッパは長年の経験と里巨論に基づいた

合戸托的な設計になっており掘削性,耐久力と

もにすぐれている｡

(6)電気制御用各機掛こほ十分防振対策を

施し,過醗な使川発作‾lTにおいても光全な機

能を発揮するよう鮒′=ノた｡

20.1.3 ∪】Od低接地圧形ショベル

ー般に軟弱地盤で執消り,荷役rド業などを安.全

かつ容易に行なうためにほ接地圧をそれ相当に

下げる必要がある｡UlO6低接地旺形ショベル

を東北地建(津軽工事事務所)にショベルフロ

ント付として納入した｡軟弱地における実動状

況を弟3図に示す｡

本機は+二部旋回体およびトラック部分ほ標準

形ショベルのものを使用し,キャットフレーム

立 評

節3凶 UlO6低拉他作ショベル

第4L基1UlO6アースドリル

(クレーン作業中)

など足まわりは全面的に変配して接地圧をUlO6既準形ショベルの

0.53kg/cm2に対して0.27kg/cm2と的場にした｡

20.1.4 新フロントアタッチメントの開発

万能掘削機の本体に桝い､フロントアタッチメントを収り仙ナる

ことによって,その班川分野ほますます拡大している｡新しく開充

したフロントアタッチメントのおもなるものに,UO3ディーゼルハ

ソて式パイルドライバとUlO6アースドリルがある′つ

(1)UO3ディーゼルハンマ式パイルドライバ

道路,鉄迫,建築などの基礎_L二･一朗Jとして杭打機が広く使われ

ているが,工事規快の拡大,能ヰi向⊥二,二f二部柴の低減などの面か

ら滋近特に機動性に1･こ;すむ杭打概の詣繋が増大している｡R本国有

鉄道新幹線総局納のUO3ディーゼル/､ソマ式パイルドライバほ

UO3ショベル本体にD-5形ディーゼルパイルハンマ(デルマッ

ク社製)を装着したもので,東海道新幹線_t二事の架線川電柱基礎

杭(外径700mIn,内径560mm,長さ3,500～4,000mm)の打設

に使用する｡本棟ほ機動性に富み,また杭の鉛直度を容易,かつ

高精度に出すよう特に考慮されている｡

(2)UlO6アースドリル

市街地においてほ/くイル打設作業の騒音や振動が問題となり,

数年前から無振動,無騒音で大形の基礎杭を造る穿孔場所打コン

クリート杭の造成が行なわれている｡UlO6アースドリルほUlO6

ショベルの本体を使用しているためショベル,ドラグライン,ク

ラムセルなどとして使用することができ,ベースマシンの実動率

が高く+二事単価も非常に安くなる｡穿孔能力は直径0.6～2.6m,

深度ほステムロッド使用の場合ほ40mまで掘削が可能である｡

UlO6アースドリルほ従来の穿孔機と比較して次の特長を有し

ている｡

(1)UlO6ショベルの本体を使mL,各穐フロントと交換し

て使用できるのでベースマシンの実動辛がよい〔

(2)旋回ができるから放荷が容易で人手を要しない｡
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第5図 UlO6アースドリル(穿孔後ダンプトラックに放荷する)

(3)自動トリップ装置を備えている｡

(4)クレーン作業もあわせ行なうことができるので,ケーシ

ソグパイプ,鉄筋のつり込みも自分でできる｡

(5)フトコロが広いからダンプトラックへの積み込みが容易

である｡

(6)油圧スラスタを備えバケットを強制的に推進するから穿

孔速度が早い｡

(7)一人で運転操作を全部行なうことができる｡

20.2 パワークレーン

柑軌,運搬が帝易であることを特長とするこの椰クレーソは,レ

ール敷設などの州約なしに氾絡,工市現場内をr′1rflに移動するので,

この何から正宗二を軽くし,小形コンパクトとする要求が強い｡さら

に自動車としての法令面からも軽量小形化が特に望まれている｡
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小形畔罷化はこのようにパワークレーンに二†Jいて才rトーi･こ仙人j′り‾べ

き帆句である｡これを実封且するf臼ことLてぃ〕--･ベースマシンに上る

大容見化がある｡lニト＼t製作所では36咋度にFlO6トラ､ソククレー

ンの約50%に及ぶ容量増大を行ない,引き続き37イド度にほFO3ト

ラッククレーンの締量を約25%増大してF34トラッククレーンと

した｡弟る図ほ30年度以来,2度にわたって大帖なぜ享最岬人と伴

星化とを行なって米たF34トラッククレーンの変遷を示す｡

第二の重要な傾向は長大なブームの採fHとその掛こ若い､畔削ヒ

とである｡ブームの長大化ほトラッククレーンが大建築の鉄骨糾み

立てに非常に多く用いられるようになったことから起こり,ブーム

の軽:量化はブームの長大化とパワクレーンI]体の三枚最増大とに大き

な影響があるためである｡この理巾からブームの材料に高張力鋼や

パイプの使用が盛んになってきており,F34トラッククレーンにも

これらが使用されている｡

またパワークレーン応用面のひとつとし七千子中付モビールクレー

ンが製rl三された｡

20.2.1F34新形10.5†トラッククレーン

木機ほ軽量強固で機動性に富み,上讃i旋回体には流体継手と全面

的なオイルバスとを採用Lた耐久度の高いクレーンである｡クレー

ン動作は単独,組み合わせが自在で,軽快,確実な操rl三とともにクレ

ーンとして万全を期している｡劫硝IJ機としても十分な性能である｡

木椀は,同級他社クレーンと比較して次の特徴をもっている｡

(1)この級中最大の20.5mブームと6mジブを装茄でき,誠同

建築などの用途に有利である｡

(2)駆動形式ほ普通のl二l跡‾1‾くと同様な2軸後輪駆動の4×2式

であり,同級他社の6×4ン(より小il一寸総重昂二が約3t も軽く,円

転ナl与径も小さい｡

(3)運転席前面ガラスが大きく,楽な姿勢で三軍転操作ができ

る｡

20.2.2 台車付仙23Rモビールクレーン

木椀は軌条用台車とM23Rモビールクレーンを机み令わせたも

179

ち77周 20ふ11ブーム十6111ジブ什F34トラッククレーン

ので刀‡梅迫j刑咋縦址設に似われている｡

モビールクレーンの駆動輪回転力は,台中上面のフリクションロ

ーラを介して台申の走行輪に伝達され,モビールクレーン単独の走

行と全く同一操作で走行でき,また自力で台車へ昇降ができる｡

木機のおもな特長は次のとおりである｡

(1)線路が入i)組み足場の悪い所でも安全に作業ができる｡

(2)テナ中上荷役から普通の地上不才役への切り得えが容妨であ

る∩

第8図 台車付M23Rモビールクレーン
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第9岡 TO9わl】口ニ シ(プ ルト
ー ザ

⊥

ユム

20.3 ブルド
ーザ

37年圧は一般の只気後退により,ブルトーザの･訪淡ほ帆£いを絞

けたが後半は立ち直りを見せ今年度の飛躍的な発展が期待さjtる｡

業界のすう勢としては漸次大形化し,また操作の高級化に向って

いる｡‾うーなわち油旺操作によるパワーシフト式などに移子ナしている

が,貿易の自由化とともに浣やほますます激烈化することが予想さ

れ,そのため耐久九 性能のノ如こいっそう関心が払われている〔

柑こトラクタショベルは作業吊の分散に作い,その機動作,汎川

性が発揮されて巌近そけ.J.拙はにわかに正二右まり,ブルドーザの∠L産

を卜Ir】1っており,一缶祉ともlニカをその10～13t糸如こそそいでいる現

状である〔口上鮒′｢所としてもこのすうd如こ打1うべく州仰37年4

月TSO9トラクタショベルをノ加にし,またト川キに各プノ面より要ワ壬さ

jtていたTO9i州1三ノ･℃ブルドーザも完成し,多数市場に送F川与Lて

いる｡

20.3.1TO9油圧式ブルドーザ

TO9ケーブル式ブルドーザほ発売以来すでに3年半以上を経過

し,今日までの分解結果および実動実績より見ればその耐久力はき

わめて優秀で足まわりを除く5,000時間ノータッチの目的ほほぼ達

成せられたものと考えられる｡

TO9油圧式ブルドーザは性能並びに耐久性の確二ウニしたケーブル

式ブルドーザのケーブル操作部分,すなわちPCUおよびケーブル

コントロールをギヤポンプ,シリンダ,バルブ,タンク,配管など

に置き替えたもので従来のケーブル式に比し

(1)車体前半分の重量をブレード刃先に加えることができるの

で堅い地盤の掘削が可能である｡

(2)ケーブル交換に相当する仙女換の間隔も長く,調整部分も

ないので保寸が簡単である｡

などの利点を有し作業範囲がいっそう拡大された｡

その特長ほ次のとおりである｡

(1)強力70kg/cm2の油旺を採用しているので岩石の掘F)起こ

し,抜取などの作業時に大きな荷重をかけることができる｡また

ギヤポンプは信煩性と耐久性を考慮し常用140lくg/cm2用に設言l

したものを使用している｡

(2)ブレード上昇量950mm,下降琶350mmと,この級-‾ごほ

最大の昇降量を有している｡

(3)ブレードの下降速度を早くするため大口径の吸込弁を班川

している｡

(4)油圧回路を完全密閉式とし,フルフローサクショソフィル

タを採用してポンプ,ノミルブ,シリンダなどの長プf命イヒを【対っ

た｡

評 論 第45巻 第1号

祈1_0図 TSO9ト ラク タ シ ョ ベ ル

(5)方蛸桶満石ご大きくと叫1‥動油の過≠軸こよる油旺機器および

作勅油の仏てlT伏下石ご帆I【卜Lた〔

20.3.2 TSO9トラクタショベル

本来の杭込作業のほか,ドーザアタッチメソl､を取り付けドーザ

作業もできる万能機としで骨材採取,道路コニ宙などにおける最近の

トラクタショベルの普及ほUざまい､ものがある｡本機はすでに定

評あるTO9トラクタをベースマシンとしてバケット装置,油圧装置

などを取り付け前プア積込み械に適するように設計されたもので,本

附対繰の部■l‖--の大部分ほTO9と了J二換性がカ)る｡また木粍はTO9ト

ラクタの柑長石ごそのまま受けつがj‾していることはもちろんである

が,さF_)に次のような特艮糾､～三っている｡

(1)トリプルグローサ付シューを使用しているので路面の損悔

とすべりを帆卜ごき,大きい接地克とワイドゲージで十分な安定

性を石する｡

(2)仙1三装柑こほ強力なギヤポンプを使用し,バルブ類は油圧

タンク付こ収めて音伽鼠れ,ゴミの侵入などを防いだ｡

(3)バケットはリフトとダンプの同時操作が可能であり,バケ

ットからの土落ちをよくするた捌こダンプ角度を60度とした｡

またTO9トラクタとTSO9トラクタショベル本体のおもな相違

ノごエを述べると次のとおりである｡

(1)視野を広くするため座船を高くLた｡

(2)レバー,計器板など座席まわりの全面的な設計変更を行な

った｡

(3)懸架方式を全硬式にするためイコライザ,スプリングの代

わりにボックス形のビームを使用した｡

(4)シューをトリップルグローサ付とL,接地長を長くした｡

それに伴い下ローラ,トラックリンクなどの数を増した｡

なおアタッチメントとしてアングルドーザ,ストレートドーザ,

岩石用バケット,サイドダンプバケットなど各種があり,よりはん

用性を期している｡特にトラクタショベル受注総台数の内60ガほ

アングルドーザ付である｡

20.3.3 TO9ブルドーザ用アタッチメント

36年度に引き続きTO9ブルドーザ川アタッチメントは続々試作

を完成L,布地でユーザーの好評のうちにか勤している｡

特に37年度は新棟桂として被けん引ノモアタッチメソトに重点を

おき【‾F記3機種を発表した｡

(1)SO5形スクレーパ

国産最小の平積容量51T13のスクレーパで広幅,低床式の新い､

設計を取り入れ,石込み抵抗を少なくし,切削幅を広くとってあ

るので税込み時間が短かく作業性がよい｡また回転半径が小さい

ために従来大形スクレーパが入jtなかったような場所でも作業が

】
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窮11王対 アンプ′しドー1ド什TSO9トラクニッシ三1べノL

節12凶 SO5形 スク レ ー パ

第13図 TR15形 タ イ ヤ ロ
ー

ラ

できるなど多くの特長があり,名神高速道路工頚二をはじめ宅地,

工場敷地の造成などで妊用されている｡

(2)TR15形タイヤローラ

ノミラスト装入時重量15,000kgのタイヤローラで6輪のタイヤ

ほおのおの2輪宛,対になり揺動することが可能である｡したが

って凹r当の多い不整地でも常に均等な圧力で締め一対めができるの

で十分な転匠効果を上げられるのが特長である｡

(3)CRO4形タンビングローラ

バラスト装入時重量約7,000kgの2ドラム式のタンビングロー

ラで地形に従い揺動できる構造となっている｡タイヤローラなど

に比べて土の深い僻まで締め阿めうるのが特長である｡

20.4 建設轢械用ディーゼル機関

B-40機関はUlO6ショベルおよびTO9ブルドーザ川として37

機 械

節14阿 CIiO4形タ ン ビン グ ロ
ー

ラ
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機関回転速度(r仰)

第15図 Ul12ショベル川B-60性能曲線

年度末までに生産子†数ほ約1,600台をこえ,すでに実動時間5,000

時間をこえるものも多数あり,本格的貼設機械用機関として好評を

博している｡そのうち西武建設株式会社納のTO9ブルドーザの機

関について実動時間5,767時間で分解調査した結果,その主要部の

摩耗状況ほ弟1表に示す通りで,耐久性においてほ外国一流機関に

比較してなんらそんしょくないことを確認した｡37年度ほさらに耐

久度,信板度をいっそう向上させるため部分改良を加え,ますます

すぐれた実続を収めている｡また新形のUl12ショベルにはB-60

械関を有責載納入を開始した｡その性能州税を弟15図に示す｡

最近の建設機械用ディーゼル機関は車体の作業能力の増大傾向と

ともに専用の大形機関の製作が行なわれる一方燃焼室の改良,機関

の定格回転速度の増加および過給故による出力増加の傾向が著し

く,B形機関においても多くの実験の結果F+二l力性能,信板度ともす

ぐれた過給機付機関を完成した｡

(1)パワーユニットの完成

36年度よりB形検閲を建設機械以外のディーゼル発電横,ディ

ーゼル機関車などの原動機として納入しているが,今後一般産業

用としても需要が相当見込まれるパワーユニットを完成した｡こ

れはポンプ,コンプレッサ,ウインチ,製材機,レッキングクレ

】 181 "
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第1表 B-40機関摩耗調査結果

(西武建設株式会社納,実動時間5,767時間)

部 分

シ リ ン ダ ラ イ ナ 内 繹

ビスト/リングの柵間げき(トノブ)

クランク軸i…ヤニナ左外書

/ミルブステム‡器芸

摩 耗 墓 (mm)

0 ～0.145

0.01

0 ～0.01

0 ～0.02

0.005～0.01

0.01～0.045

第2表 B形機関パワーユニットの出力

名 称
B-40 B-60 F B-80

途

ン

ポ

コ
一 レ機プ
般

ヽ---､′J
プ

サ
械

常用連続定格
(PS/rpm)

非常用連続定格
(PS/rpm)

ウイソチ1時間)正格(PS/rpm)

キングクレーン1帖間左肺
(PS/rpm)

軒‾‾1奉読定宿あ喝‾手打i盾白訂110タ㌃亘‾〒石三

90/1,500

95/1,800

105/1,500

115/1,800

135/1,500

145/1,800

159/1,500

180/1,800

第3表 過給機付B形ディーゼル機関概略仕様

180/1,500

190/1,800

210/1,500

235/1,800

名 称 I B-40S I B▼60S I B-80S

機 関 形 式

過 給 方 式

気 筒 数

内 径×行 程(mln)

総 排 気 ゴ這(り

蒸立(本体,乾燥)(kg)

出

力

建設機械用

1_竪琴吏終
槻閲車用

1時間毎堕
尭電機用
逢_節足_終

一般棟紙用
連続定格

(PS/rpm)

(PS/rpm)

(PS/rpm)

(PS/rpm)

4サイクル,水冷,直列,立形,予燃焼室式ディ

ーゼル機関

排気タ
ーボ過給

130×165

8.75

1,220

130/1,500

150/1,800

50～115/1,500

!担二±箪吐,声00

125/1,800

13.13

1,650

200/1,5DO

220/1,800

50～180/1,500

!型二些巨4遥些

195/1,釦0

17.51

2,050

260/1,500

295/1,800

50～235/1,500

担二265/1,釦q

250/1,800

江:連続定格出ノJの場合は過f年前庁110%とする｡

-ソなどの原動機として用いられるもので,B形機関とラジェー

タ,計器板,操縦装置を組み合わせ,フライホイール端に用途に

応じてクラッチ,流体継手,トルクコンバータを取り付けた令形

式があり,ポータブルパワーユニットとして取り扱いの才子易さに

特に留意してある｡

(2)過給機付機関の完成

車体の大形化に伴い機関のHl力範閃を士門大するため過紛機付n

)へ

へ～くノl､ノ＼く＼＼＼＼＼＼＼＼＼
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形機関を完成した｡これほB形機関に排気ターボ過給棟を取り付

けたもので,約30%のHi力増加を行ない出力に対して機関を小

形軽量化し,従来よりさらに広範朗の用途に適用できるようにし

たものである｡過給機付機関の概略仕様を弟3表に示す｡
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